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研究成果の概要（和文）：本研究では，「絵本を媒介とする子どもの発達」に関する発達心理学の課題に取り組
んだ．本研究では，特に，情報学手法を用いるアプローチについての研究を行った．具体的には，(a) 質問紙調
査結果の分析，および，新しい情報源である大規模絵本レビューを自然言語処理する情報学手法の適用により，
「絵本を媒介とする子どもの発達」事例を収集した．さらに，(b)収集した事例の分析を行い「絵本を媒介とす
る子どもの発達」に関わる知見を得た．

研究成果の概要（英文）：In this project, we focused on the issue of developmental psychology related
 to "infants' development through picture book reading". This project especially studied an approach
 based on techniques of informatics. Specifically, we collected examples of "infants' development 
through picture book reading" through analyzing the results of questionnaire surveys as well as 
through applying techniques of informatics such as by natural language processing of novel 
information source of large scale reviews on picture book reading. Then, by analyzing those 
collected examples, we obtained findings on "infants' development through picture book reading".

研究分野：情報工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
子どもの認知発達メカニズムの解明の中でも，「絵本を媒介とする子どもの発達」の解明は重要課題の一つであ
る．しかし，その発達順序の詳細，および，絵本の種類ごとの特徴に関しては，十分な研究がされて来なかっ
た．この発達心理学の課題に対して，本研究では，情報学手法を用いるアプローチで取り組んだ．特に，大規模
絵本レビューを自然言語処理するアプローチにより，絵本の種類ごとの特徴を多数収集することができており，
その意義・有用性は高い．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
子どもの認知発達メカニズムの解明は，発達心理学の中心課題として研究されている．その中で
も「絵本を媒介とする子どもの発達」においては，絵本を媒介として母親が子どもとコミュニケ
ーションを確立するプロセスが重要であることが知られている．発達心理学における「絵本を媒
介とする子どもの発達」に関する知見の一つとして，[石川 1996]では，「絵本を媒介とする子ど
もの発達」の順序性を報告している．しかし，この順序性に関する知見は限定的であり，特に，
絵本の種類ごとの特徴に関して，子どもの発達にもたらす効果の詳細は明らかにされなかった． 
 
２．研究の目的 
 
「絵本を媒介とする子どもの発達」の解明は，発達心理学の重要課題の一つである．この課題に
対して，本研究では，情報学手法を用いるアプローチによって取り組む．特に，本研究では，    
(a) 観測事象を大規模に収集する，(b) 収集した観測事象から知見を得る，の二点において情報
学手法を効果的に適用することにより，「絵本を媒介とする子どもの発達」についての新たな知
見を得ることを目的とする． 
 
３．研究の方法 
 
質問紙調査結果の分析，および，新しい情報源である大規模絵本レビューを自然言語処理する情
報学手法の適用により，「絵本を媒介とする発達」事例を収集する．そして，収集した事例の分
析を行い「絵本を媒介とする発達」に関わる知見を得る．特に，「絵本を媒介とする子どもの発
達」に関わる知見を得るための研究項目として，以下の点に重点を置いて研究を行う． 
 
(1) 「絵本を媒介とする子どもの発達」に関する発達順序の分析を行う． 
(2) 「絵本を媒介とする子どもの発達」をもたらす絵本の特徴について分析を行う． 
 
４．研究成果 
 
(1) 「絵本を媒介とする子どもの発達」について，質問紙調査による事例収集および順序性分析
を行った． 
この分析の前提として，[石川 1996]の順序性分析の結果においては，絵本の読み聞かせに
関連する子どもの反応と，日常生活における子どもの反応との間には順序性があることが示
されている．例えば，「ペ一ジをとばしても平気で見ている」子どもが，「ぺ一ジをめくるこ
とができとばすと気付いてもどる」ようになるまでには，「物語や文がほとんどなく日常の
具体的なものが載っている絵本を好む」，「繰り返しのある絵と文で構成される絵本を好む」
といった段階を経るとされている． 
そこで，本調査の分析においては，[石川 1996]における発達順序性との対比を行うため
に，[石川 1996]の調査において用いられたものと同一の質問項目を用いることにより，本調
査時点における新規の質問紙調査を実施し，1996 年と本調査時点との間で順序性の比較分
析を行った．その結果，絵本に対する興味に関連する子どもの発達は，日常生活における絵
本以外に関連する子どもの発達に比べて早まる傾向にあることが分かった．一方で，絵本に
関する発達のうち，子どもの発話を必要とする発達については，極端に早まるという傾向は
見られなかった．また，特に，絵本の特徴を分析した結果においては，1997 年以降に出版さ
れたものが多い一方，1996 年以前に出版された絵本の割合は少なく，しかも，それらの絵本
の大半は，ブックスタートにおいて紹介・配布されるか，絵本ナビのレビュー順位 100 位以
内に入る，知名度の高い絵本であった．逆に，1997 年以降に出版された絵本においては，上
記のいずれでもないその他の絵本が多くを占めていた． 
 
(2) 「絵本を媒介とする子どもの発達」について，特に，(1)における質問紙調査による事例収
集および順序性分析の結果の補強を行った．具体的には，(1)の質問紙調査においては，[石
川 1996]における「絵本を媒介とする発達」の順序関係との対比を行ったが，[石川 1996]の
質問項目を補強するために，他の発達検査のうち特に手・指の動きの発達に関連する質問項
目，絵本に関して「指さし」および「ページをめくる」の詳細質問項目，および，[石川 1996]
の質問項目を統合した質問項目を作成した．そして，質問紙調査結果を収集することにより
「絵本を媒介とする子どもの発達」事例を収集した．さらに，収集した事例に対して発達順
序の分析を行うとともに，各質問項目に対応する絵本の特徴の分析を行い，「絵本を媒介と



する子どもの発達」に関わる知見を得た． 
 
(3) 新しい情報源である大規模絵本レビューを自然言語処理するアプローチの研究項目の一つ
として，絵本レビューを情報源として，「絵本を媒介とする子どもの発達」のマイニング，
および，その発達項目における絵本の特徴分析を行った．さらに，発達心理学分野でよく知
られている学術的成果での「絵本を媒介とする子どもの発達」と，絵本レビューからのマイ
ニング結果を照合し，絵本レビューからのマイニング結果が，発達心理学分野でよく知られ
ている学術的成果と整合することを確認した．具体的には，発達心理学分野文献で報告され
た「絵本を媒介とする子どもの発達」の月齢分布と，絵本レビューで観測された年齢分布が
整合することを示した．その結果，発達心理学分野文献における既存成果には含まれない貴
重な知見として，絵本の特徴分析結果を得ることができた(図 1)．これにより，本研究の方
式によって，発達心理学分野文献における既存成果を補足する絵本特徴の情報が絵本レビュ
ーからマイニングできることを示した． 
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図1: 発達項目ごとの絵本の特徴

 
 
(4) 新しい情報源である大規模絵本レビューを自然言語処理するアプローチの研究項目の一つ
として，「絵本を媒介とする発達」の重要な発達項目の一つである手・指の動きの発達の項
目に関する研究を行った．まず，「絵本を媒介とする発達」事例を対象として，手・指の動き
を伴う事例に焦点を当て，絵本レビューを情報源とする事例収集を行った．さらに，それら
の事例に対して，発達心理学での知見をふまえた類型化を行うとともに，発達順序の分析，
および，絵本の特徴の分析を行うことにより，手・指の動きを伴う場合において，「絵本を
媒介とする発達」に関わる知見を得た． 
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